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令
和
六
年
六
月
二
十
八
日

第

五

百

八

号

増

刊

②

　
　
　
　
規

則
（
第
三
十
三
号
）

○
福
岡
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

　

す
る
規
則　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
子
育
て
支
援
課
）
…
…
…
…
…
一

　
　
　
　
議
　
　
　
会

○
福
岡
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則　
　
　

（
議
会
事
務
局
議
事
課
）
…
…
…
…
…
一

　
　
　

　
人
事
委
員
会

○
福
岡
県
警
察
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
を
改

　

正
す
る
規
則　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
…
一

　

福
岡
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し

、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
六
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

福
岡
県
規
則
第
三
十
三
号

　
　
　

福
岡
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

　
　
　

則

　

福
岡
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
福
岡
県
規
則
第
七
十

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
二
十
人
」
を
「
十
五
人
」
に
、
「
三
十
人
」
を
「
二
十
五
人
」
に
改
め

る
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

子
ど
も
に
対
す
る
教
育
及
び
保
育
に
従
事
す
る
者
の
配
置
の
状
況
に
鑑
み
、
教
育
及
び
保
育
の
提

供
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
当
分
の
間
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
福
岡
県
認

定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
福
岡
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関

す
る
条
例
施
行
規
則
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
も

、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

　

福
岡
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
。

　
　

令
和
六
年
六
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
議
会
議
長　
　

香　

原　

勝　

司　
　

　
　
　

福
岡
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
議
会
会
議
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
九
月
十
七
日
議
決
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
十
六
号
様
式
中
「県

議
会
議
員

　
　
　
　

君

」
を
「
○
○議

員

」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
八
号
様
式
中
「
議
員　
　
　
　
　
　

君
」
を
「
○
○
議
員
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
警
察
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定

し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
六
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

山　

口　

幸　

雄　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
一
号

　
　
　

福
岡
県
警
察
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
　

規
則

目

次
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福
岡
県
警
察
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
福
岡
県
人
事
委
員

会
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
三
項
中
「
を
い
う
。
」
の
下
に
「
以
下
こ
の
項
及
び
」
を
、
「
に
限
る
。
）
」
の
下
に
「

、
同
条
第
十
六
号
の
作
業
（
別
表
第
十
六
号
の
作
業
の
項
作
業
内
容
の
欄
の
四
に
掲
げ
る
作
業
を
除
く

。
）
」
を
加
え
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

　

た
だ
し
、
夜
間
に
同
条
第
十
六
号
の
作
業
（
別
表
第
十
六
号
の
作
業
の
項
作
業
内
容
の
欄
の
四
に

掲
げ
る
作
業
を
除
く
。
）
に
従
事
し
た
場
合
で
、
同
一
勤
務
日
に
次
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
と
き
は
、
こ
れ
を
加
算
し
て
支
給
し
な
い
。

　

別
表
中

「１
　
危
険
を
伴
う
山
岳
地
に
お
け
る
遭
難
者
の
救
難
救

　
助
の
作
業
又
は
天
災
地
変
若
し
く
は
水
難
、
火
災
、

　
危
険
物
の
爆
発
事
故
そ
の
他
異
常
な
事
態
の
発
生
時

　
に
お
け
る
救
難
救
助
の
作
業

日
額
　
　
840円

　
警
察
職
員

２
　
豪
雨
等
異
常
な
自
然
現
象
又
は
大
規
模
な
火
事
等

　
の
事
故
に
よ
り
重
大
な
災
害
が
発
生
し
た
箇
所
又
は

　
そ
の
周
辺
に
お
い
て
行
う
災
害
警
備
、
通
信
施
設
の

　
臨
時
設
置
、
運
用
若
し
く
は
保
守
又
は
鑑
識
の
作
業

　
（
心
身
に
著
し
い
負
担
を
与
え
る
と
人
事
委
員
会
が

　
認
め
る
作
業
に
限
る
。
）

３
　
２
に
掲
げ
る
作
業
に
相
当
す
る
と
人
事
委
員
会
が

認
め
る
作
業

４
　
救
難
救
助
の
た
め

　
の
訓
練
の
作
業

　
渡
橋
、
登
降
下
、
担
架
搬

送
又
は
胆
力
テ
ス
ト
の
た
め

の
ザ
イ
ル
訓
練

日
額
　
　
410円

　
航
空
機
に
よ
る
登
降
下
又

は
担
架
搬
送
の
訓
練

　
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に

よ
る
登
山
訓
練

　
ア
ク
ア
ラ
ン
グ
に
よ
る
潜

水
訓
練

」
を

「１
　
危
険
を
伴
う
山
岳
地
に
お
け
る
遭
難
者
の
救
難
救

　
助
の
作
業
又
は
天
災
地
変
若
し
く
は
水
難
、
火
災
、

　
危
険
物
の
爆
発
事
故
そ
の
他
異
常
な
事
態
の
発
生
時

　
に
お
け
る
救
難
救
助
の
作
業

日
額
　
　
840円

　

　

２
　
豪
雨
等
異
常
な
自
然
現
象
又
は
大
規
模
な
火
事
等

　
の
事
故
に
よ
り
重
大
な
災
害
が
発
生
し
た
箇
所
又
は

　
そ
の
周
辺
に
お
い
て
行
う
災
害
警
備
、
通
信
施
設
の

　
臨
時
設
置
、
運
用
若
し
く
は
保
守
又
は
鑑
識
の
作
業

　
（
大
規
模
な
災
害
と
し
て
人
事
委
員
会
が
定
め
る
災

　
害
に
係
る
作
業
に
限
る
。
）

日
額
　
1,080円

　
警
察
職
員

３
　
２
に
掲
げ
る
作
業
に
相
当
す
る
と
人
事
委
員
会
が

　
認
め
る
作
業

４
　
救
難
救
助
の
た
め

　
の
訓
練
の
作
業

　
渡
橋
、
登
降
下
、
担
架
搬

送
又
は
胆
力
テ
ス
ト
の
た
め

の
ザ
イ
ル
訓
練

日
額
　
　
410円

　
航
空
機
に
よ
る
登
降
下
又

は
担
架
搬
送
の
訓
練

　
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に

よ
る
登
山
訓
練

　
ア
ク
ア
ラ
ン
グ
に
よ
る
潜

水
訓
練

」
に
改
め

る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
福
岡
県
警
察
職
員
の
特
殊
勤

務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
施
行
規
則
の
規
定
は
、
令
和
六
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。


